24特会1


様式第４４

番　　　号

年　月　日

　支出負担行為担当官

　文部科学省○○○○長　殿

（受託者）住　　所

　　　　　名称及び

　　　　　代表者名　　　　　　　　　　印

調査結果の報告

平成　年　月　日付

平成○○年度○○○○委託事業「（委託業務題目）」

　上記委託業務について、委託契約書第３７条第２項の規定に基づき、調査結果を下記のとおり報告します。

記

１．調査の内容

　　　　　　２．調査の結果　　　別添報告書のとおり

　　　　　　３．不正額　　　別紙イ

別紙　イ
不 正 額 内 訳
【総括表】                　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区分
	大項目
	中項目
	決算額

（Ａ）
	改決算額

（Ｂ）
	不正額

（Ａ－Ｂ）
	備　考

	支
出
	物品費
	
	
	
	
	

	
	
	設備備品費
	
	
	
	

	
	
	　消耗品費
	
	
	
	

	
	人件費・謝金
	
	
	
	
	

	
	
	人件費
	
	
	
	

	
	
	謝金
	
	
	
	

	
	旅費
	旅費
	
	
	
	

	
	その他
	
	
	
	
	

	
	
	外注費（雑役務費）
	
	
	
	

	
	
	印刷製本費
	
	
	
	

	
	
	会議費
	
	
	
	

	
	
	通信運搬費
	
	
	
	

	
	
	光熱水料
	
	
	
	

	
	
	その他（諸経費）
	
	
	
	

	
	
	消費税相当額
	
	
	
	

	
	間接経費
	
	
	
	
	

	
	合計
	
	
	
	
	


【（受託者（委託先））・再委託先別】

（受託者（委託先））：○○○○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	区分
	大項目
	中項目
	決算額

（Ａ）
	改決算額

（Ｂ）
	不正額

（Ａ－Ｂ）
	備　考

	支
出
	物品費
	
	
	
	
	

	
	
	設備備品費
	
	
	
	

	
	
	　消耗品費
	
	
	
	

	
	人件費・謝金
	
	
	
	
	

	
	
	人件費
	
	
	
	

	
	
	謝金
	
	
	
	

	
	旅費
	旅費
	
	
	
	

	
	その他
	
	
	
	
	

	
	
	外注費（雑役務費）
	
	
	
	

	
	
	印刷製本費
	
	
	
	

	
	
	会議費
	
	
	
	

	
	
	通信運搬費
	
	
	
	

	
	
	光熱水料
	
	
	
	

	
	
	その他（諸経費）
	
	
	
	

	
	
	消費税相当額
	
	
	
	

	
	間接経費
	
	
	
	
	

	
	合計
	
	
	
	
	


再委託先：□□□□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	区分
	大項目
	中項目
	決算額

（Ａ）
	改決算額

（Ｂ）
	不正額

（Ａ－Ｂ）
	備　考

	支
出
	物品費
	
	
	
	
	

	
	
	設備備品費
	
	
	
	

	
	
	消耗品費
	
	
	
	

	
	人件費・謝金
	
	
	
	
	

	
	
	人件費
	
	
	
	

	
	
	謝金
	
	
	
	

	
	旅費
	旅費
	
	
	
	

	
	その他
	
	
	
	
	

	
	
	外注費（雑役務費）
	
	
	
	

	
	
	印刷製本費
	
	
	
	

	
	
	会議費
	
	
	
	

	
	
	通信運搬費
	
	
	
	

	
	
	光熱水料
	
	
	
	

	
	
	その他（諸経費）
	
	
	
	

	
	
	消費税相当額
	
	
	
	

	
	間接経費
	
	
	
	
	

	
	合計
	
	
	
	
	


再委託先：△△△△　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	区分
	大項目
	中項目
	決算額

（Ａ）
	改決算額

（Ｂ）
	不正額

（Ａ－Ｂ）
	備　考

	支
出
	物品費
	
	
	
	
	

	
	
	設備備品費
	
	
	
	

	
	
	消耗品費
	
	
	
	

	
	人件費・謝金
	
	
	
	
	

	
	
	人件費
	
	
	
	

	
	
	謝金
	
	
	
	

	
	旅費
	旅費
	
	
	
	

	
	その他
	
	
	
	
	

	
	
	外注費（雑役務費）
	
	
	
	

	
	
	印刷製本費
	
	
	
	

	
	
	会議費
	
	
	
	

	
	
	通信運搬費
	
	
	
	

	
	
	光熱水料
	
	
	
	

	
	
	その他（諸経費）
	
	
	
	

	
	
	消費税相当額
	
	
	
	

	
	間接経費
	
	
	
	
	

	
	合計
	
	
	
	
	

	


（作成要領）

１．決算額は、直近の額の確定における支出の決算額とすること。

２．改決算額は、決算額から不正にかかる支出額を除いた額とすること。


